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安全確保への「シーソー・モデルの7視点」と未然防止
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Abstract– In the preceding study, [1] the five “Seven Viewpoints” as meta prevention such as “Seven
Viewpoints for Prevention” and “Seven Viewpoints of Seesaw Model” et al., and [2] the relation
between “Seven Viewpoints of Seesaw Model” and “Eastern-Western Moral Philosophy” are shown.
This research discusses correspondence of 3 pillars considering of “Inquiry about [How to ensure
the safety of social life]”, “Seven Viewpoints for Prevention” and “Seven Viewpoints of Seesaw
Model” (Basic Model). In particular by considering the relationship between 3 pillars, the validity
of “Basic Model” having seven viewpoints and “Eastern-Western Moral Philosophy” having seven
divisions is examined. In addition, it is explained that “Seven Viewpoints of Seesaw Model for
COVID-19” covers the important points of “COVID-19 Pandemic Review”. Lastly, usefulness and
indispensableness of these Basic Models are clearly shown for prevention.

Keywords– Seven Viewpoints of Seesaw Model, Prevention, Three Pillars for Prevention, Eastern-
Western Moral Philosophy, Pandemic Review

1. はじめに

先行研究 [1]では東西の哲学倫理の図形的展開を背景
とする「未然防止，目的設定，シーソー・モデル，安全
文化，安全の制度」の 5つの 7視点が,メタ未然防止と
して「信頼・安心の構造」を形成し，社会の合意形成に
資することを示した．また先行研究 [2]では，これら 5
つの 7視点のうち「シーソー・モデルの 7視点」につ
いて，東西哲学倫理との関係をより明確化すると共に，
シーソーの均衡を如何にとるべきかについて考察した．
本研究では「問い『社会生活の安全を確保するため

に』」，プロセスとしての「未然防止の 7視点」，及び東
西哲学倫理を背景とした未然防止の意思決定のための
「シーソー・モデルの 7視点」を並列させた 3つの柱の対
応を考える．そしてそれ等の関係性を考察することで，
「シーソー・モデル」としての 7視点，並びに東西哲学
倫理の 7区分が未然防止にとって最低限必要であるこ
とを明らかにする．また「シーソー・モデルの 7視点」
の具体例としての「COVID-19シーソー・モデルの 7視
点」が，COVID-19パンデミックに係る「COVID-19の

∗1電気通信大学（鈴木和幸研究室）　東京都調布市調布ケ丘 1-5-1
∗1University of Electro-Communications (Laboratory of Kazuyuki

Suzuki), 1-5-1 Chofugaoka, Chofu, Tokyo
Received: 26 September 2024, Accepted: 29 November 2024.

振り返り」の重要な事項を説明出来ていることを示すこ
とで，「シーソー・モデルの 7視点」の有用性と意義を
示す．

2. 「シーソー・モデルの 7視点」の先行研究

2.1 未然防止を対象としたシーソー・モデルの7視点

未然防止を対象とする「シーソー・モデルの 7視点」
の枠組み（Fig. 1）は，古代ギリシャや中国・インド以来
の東西哲学倫理を基盤に据え，未然防止活動における意
思決定の拠り所とするものである [2]．即ちシーソーの
上段は， 1⃝論語と算盤の視点， 2⃝効果と効率の視点， 3⃝
時空の視点，4⃝実像と虚像の視点，5⃝経験と理性の視点，
6⃝陰陽の視点，7⃝存在と行為の視点，の第 I層で，取り返
しのつかないトラブルの未然防止活動を支えるシーソー
の両天秤として，最低限の不可欠な基礎概念を示した．
下段は第 II層・第 III層から成り，第 II層は第 I層に対応
した未然防止の具体化に向けたミニマムな考え方や諸概
念をシーソーとして記述したものである．また第 III層
は未然防止に関わる現実的な課題や施策等について，発
生防止 p (occurrence prevention)，発見 d (detection)，影
響防止（緩和），i (impact prevention (mitigation))，安全
文化 c (culture for safety)に区分し，重大トラブル回避へ
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Fig. 1: : Seven Viewpoints of Seesaw Model for Prevention
(the 1st layer～ the 3rd layer).

Fig. 2: : Graphical Description of Eastern and Western
Moral Philosophy.

向けての少なくとも必要な事項を展開した．併せて背景
となる東西哲学を＜　＞に記す（内容は後述）．

2.2 背景となる東西哲学倫理（図形的展開）
未然防止の意思決定に係る東西哲学・倫理を 7区分に

大別し，そのエッセンスを直観できる様にしたのが Fig.
2の図形的展開である [1]．1)三角形の三頂点は，源流
管理・プロセス管理やデータに基づく問題解決等，人・
社会の満足のための未然防止の自律的活動を支え，人・

組織の行動変容を促すバック・ボーンとなる基礎的概念
を，東西哲学・倫理の主要な系譜を踏まえながら抽出し
たものである．なお、左右の二頂点はシーソーの両天秤
には対応せず，また下頂点は他頂点より根源的・生成的
と思われる概念を記している．2)三角形を囲む〇印は，
西洋の直線思想に対し，東洋の円環思想（世界は始まり
も終わりもなく永遠に流転するという思想）を表現して
いる．3) 上記の図形的展開 1⃝～ 7⃝に示される内容に関
し Appendix Table 1に簡記し，シーソー・モデル 7視点
の第 I層・第 II層と密接な関係を持つ東西思想の内容を
太字で表示している．

2.3 シーソーの均衡と東西思想の関係

シーソー・モデル 7視点と背景となる東西哲学倫理の
図形的展開との関係性，並びにシーソーのバランスに関
するポイントを Table 1に示す．
この関係性の説明として， 6⃝の第 I層と第 II層を例示

する．第 I層＜陰／陽＞は，自然や社会の秩序は陰と陽
のバランスにより保持される，とする老荘思想や陽明学
を示している．第 II層＜異常検出／正常確認＞は，IoT，
ICT技術の導入でより複雑化したコネクティッド技術の
時代において，「未然防止は異常検出だけでは難しく，シ
ステムの状態を連続的に確実に確認することによる正常
確認が欠かせないことを顕している」[3]．
両モードを相補的に一体化して捉える見方が陰陽の

視点である．更に陰陽は心の内にあるとする陽明学は，
心と理を合わせ一つにすることで主観と外部が完全に連
動する（心即理）ものであり，「知れば行えるのであり，
行ってこそはじめて知ったことになる」と知行合一の大
切さを説く．
また老荘思想は人間の判断は常に相対的なものであ

り，絶対的正しさというものはなく，ものを二つに分け
差別する人為をなくして無為の立場に立つことで，二元
の対立は雲散霧消されるとし，シーソーをバランスさせ
る境地を指し示している．

3. 未然防止の意思決定のための「シーソー・モ
デルの 7視点」

3.1 シーソー・モデルの特徴

シーソー・モデルは行動心理学分野での「『行動の動
機／負担』シーソー」 [4]において，負担を軽減して動
機を強化することにより，バランスを変えられる概念と
して活用されてきた．またヒューマン・エラー分野にお
いては，「便益／コスト・リスク」から人間行動を分析し
（BCDモデルと呼称 [5]），行動障壁の除去を予測する推
論システム作成のための基礎概念等としても利用されて
きた．意思決定ではアレかコレかの行動選択する際に，
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Table 1: : Relation between Seven Viewpoints of Seesaw Model and Eastern-Western Philosophy.

シーソーの両天秤を比較考量し，不均衡であれば改善を
促すことで均衡を目指すためのツールとして利用される
ものである．即ち「論語と算盤」や「効果と効率」「実
像と虚像」「陰と陽」の様な「二項対立」事象や，「制約
条件下での目的最大化」事象での均衡問題として意識さ
れてきた．

本研究のシーソー・モデルはこれらの意識に加えて，
Fig. 3の如く両天秤双方の向上を目指すようなシーソー
も想定する．「効果と効率」における双方の向上だけで
なく，「論語と算盤」「時間と空間」「経験と理性」「存在
と行為」のシーソーも同様に取り扱われるべきもので
ある．
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Table 2: : Three Pillars for Prevention.

Fig. 3: : Two Types of Seesaw.

未然防止を対象とする「シーソー・モデルの 7視点」
は，自己変容が迫られたり選択的意思決定や相対立する
問題の合意形成の局面において，「東西哲学の図形的展
開」を基盤にした問題発見や問題解決のため，均衡点や
超越点，あるいは合意点や妥協点を生み出すための孵卵
器の役割，即ち統整的作用（シーソーが必ず均衡すると
目的化し，そこへ向けた意識と行動）を持つ（第 5章で
詳述）．

3.2 未然防止の 3つの柱

Table 2は「社会生活を安全に維持するために」に関
わる 7つの問いを起点に，プロセスとしての「未然防止
の 7視点」並びに東西哲学を背景とした未然防止の意思
決定のための「シーソー・モデルの 7視点」の繋がりや
関係性を表す．なお，「COVID-19の振り返りの例」は
後述の「COVID-19シーソー・モデルの 7視点」からの
抜粋であり，「シーソー・モデルの 7視点」の具体例と
して掲げられている．次節では 3つの柱の関係性を明ら
かにすることで，未然防止を対象とした「シーソー・モ
デル」は 7視点が最低限必要であることの根拠を示す．

3.2.1 「問い『社会生活の安全を確保するためには』」

「問い『社会生活の安全を確保するためには』」は，
「社会生活の安全を如何に確保するか」とその「対処の
方向性」の 2つから構成されている．このうち「社会生
活の安全を如何に確保するか」は 1.我々の社会生活の
安全を確保するために必要な機能は何か，2.目的を適切
に実行しうるメカニズムとそれを支える原理は何か，3.
メカニズムを支える要素は何か，4.目的達成を拒む内部
因子・外部因子は何か，5.目的達成を拒むメカニズムは
何か，6.目的達成の確認と阻害事象の早期発見を如何に
なすか，7.阻害事象による影響を如何に防止・緩和する
か，と安全に社会生活を送るための 7つの問いが論理展
開される．

1～5までは，発生防止，6は早期発見，7は影響防止
である．発生防止には，目的達成への機能・そのメカニ
ズムと原理原則・メカニズムを達成する要素（人・もの・
金・時間）ならびにこれらの遂行に当り生じる内部・外部
因子による弊害性が発生しうる．この弊害性を防止する
には，そのメカニズムの究明が必要となる．そして，影
響を抑える，また小さくするためには早期発見とフェー
ルセーフに代表される影響防止は必須である [6]．以上
の 7視点は未然防止へ向けて最低限必要である．
また上記に対応する「対処の方向性」は，1)社会秩序

と経済活動のバランス，2)目的達成（効果）とそれを生
み出すための効率のバランス，3)時間経過と場（5W1H
等）の条件の認識，4)阻害事象の内外因子の事前探索，
5) 帰納と演繹の繰り返しによる阻害事象の発生メカニ
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Fig. 4: : Seven Viewpoints for Prevention.

ズムの究明，6)変化する状況の中での阻害事象の早期発
見，7)影響拡大を含めた人・社会に与える影響の最小化
手段の事前検討，と 7つの問いの各々に一対一に対応す
る対処の方向性を示している．
この様に社会生活の安全を確保すべく，これらの 7つ

の「問い『社会生活の安全を確保するためには』」と「未
然防止の 7視点」や，各プロセスを実行に移す場合の意
思決定のための「シーソー・モデルの 7視点」との関係
を次に示す．

3.2.2 先行研究の「未然防止の 7視点」との関係

システムとしての社会生活は，生命体と同様に絶えず
変化しているゆえ，その安全性は常に阻害される可能性
に晒されている．如何に安全を維持するのか，その対処
の方向性に応える 1つのモデルが先行研究の「未然防止
の 7視点」(Fig. 4) [7]である．
「未然防止の 7視点」は，プロセスの源流段階におい
て危険（リスク）を予測し，その危険因子（ハザード）
に対し是正・改善措置を行うと共に，避けられないリス
クへの影響防止や緩和措置を講じるなど，必要な課題を
早期に解決するための PDCAの繰り返しによる円環的
な活動である．
この「未然防止の 7視点」は「社会生活を安全に維持

するために」の 7つ問いと，Table 2に示すように 1対
1対応していることが看てとれる．

3.2.3 「シーソー・モデルの 7視点」との関係

上記の「未然防止の 7視点」のプロセスが実行に移
されるべく，携わる人や組織の意思決定のための枠組み
が，東西哲学倫理を背景とした「シーソー・モデルの 7
視点」の第 I層・第 II層である．其々の 7視点は「問い
『社会生活の安全を確保するためには』」（本節では以下
「問い」と略称する）の 7区分や「未然防止の 7視点」
の各視点と対応した関係性を持っている．なお，「シー
ソー・モデルの 7視点」の 3及び 4については，相互に
クロスした関係性を有している．

7つの「問い」の各々の働きが，プロセスとしての「未
然防止の 7 視点」の各視点と結びつき，それがさらに
東西哲学倫理を背景とした未然防止の意思決定における
「シーソー・モデルの 7視点」の各々と対応した関係性
をもつことを，次節の例示を用いて明らかにする．

3.2.4 「3つの柱」の例示

「シーソーモデルの 7視点」の第 I層 “ 4⃝実像／虚像”，
第 II層 “ 4⃝摂理／観測データ”を例にとり，東西哲学・倫
理を含めて「3つの柱」の関係を考察する．
イ「3つの柱」における「シーソー・モデルの 7視点」

“ 4⃝第 I層・第 II層”
第 I層 “ 4⃝実像／虚像”，第 II層 “ 4⃝摂理／観測データ”

の示すところは次の様な場面である．即ち，現状の徹底
した把握による阻害要因の理解とその対処へは，データ
に基づく分析と対策が求められる．入手しうる無差別な
観測データが多いというだけでは有効な分析は難しく，
専門家は少ないデータに対して統計的知識を複合的に
使用することで，森羅万象における摂理（原理・采配・
あるべき姿や備え）という実像に近づくことが可能とな
る．先入観や遅行性指標により作り出される虚像を補正
して，実像に近づけるのはデータの力であり，データを
収集し分析できる体制の構築が，問題解決に結び付く．
数多くのアイテム（Fig. 4「未然防止の 7視点」の 3⃝）

から構成されるシステムは，技術の進展で時間経過とと
もに陳腐化が激しいうえに，グローバル化の進展でシス
テムの場の条件（「問い」の 3））などのメカニズムを支え
る要素（「問い」の 3）が極めて多岐に亘っている．従っ
てシステムの目的達成を拒む内部・外部因子（「問い」の
4）である内部ストレスや外部ストレス（Fig. 4「未然防
止の 7視点」の 4⃝）を把握する為には，三現主義に基づ
き数多くの小さなトラブルや事象（Fig. 4「未然防止の
7視点」の 5⃝）を観測データとして把握することが必要
となる．このことはハインリッヒの法則が教えるところ
である．
ロシーソー・モデルの背景となる「東西哲学倫理」

“ 4⃝現象学，実存主義，”
上記イに示す第 I層 “ 4⃝実像／虚像”と第 II層 “ 4⃝摂理

／観測データ”は，存在の特色であるハイデガー現象学
の「開示性」（Appendix Table 1 4⃝-bと Table 1 4⃝ 3）を根
拠としている．「開示性」は失敗の情報を共有化し，「重
要データを一般データから層別・感知する力とデータ分
析能力」[8]のもと，失敗事例を秘匿することなく組織
の財産にすることを求める．「自然は隠れることを好む」
（ヘラクレイトス）とされるが，内部ストレス／外部ス
トレスや内部因子／外部因子に晒されているシステムを
隠れていることから取り出し，機能達成メカニズムとい
う摂理を開示することを可能にさせるのは，観測データ
とそれを処理するための文法である．
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Fig. 5: : Correlative Figure of the 2nd and 3rd Layers in
Covid-19 Seesaw Model.

3.2.5 「シーソー・モデルの 7視点」「東西哲学倫理」が
7区分であることの妥当性

この様に「シーソー・モデルの 7視点」及び「東西哲
学倫理」と，「問い」及び「未然防止の 7視点」との 1対
1の関係性が看てとれた．即ち「社会生活の安全を確保
するためには」の 7つの「問い」が起点となって，プロ
セスとしての「未然防止の 7視点」，未然防止の意思決
定としての「シーソー・モデル」の 7視点，並びに背景
となる「東西哲学倫理」の 7区分の直接的な関係性が明
らかである．これらには PDCAの繰り返しによる円環
的な活動を含む．
以上は，安全の確保とその未然防止に関しては，「シー

ソー・モデル」と「東西哲学倫理」の双方が何故「7」区分
で妥当であるのか，その根拠を示すものであると共に，
少なくとも「7」区分は最低限必要であることを顕して
いる．

4. 例示としての「COVID-19シーソー・モデ
ルの 7視点」

4.1 COVID-19シーソー・モデルの 7視点

Table 2に示した「COVID-19の振り返りの例」は，未
然防止を対象とした「シーソー・モデルの 7視点」（以
下「基礎モデル」と称す）の具体例として，Fig. 5で示
す「COVID-19シーソー・モデルの 7視点」の第 III層か
らの抜粋である．
ここでは「COVID-19シーソー・モデルの 7視点」が，

社会品質の観点からみた COVID-19パンデミックの課
題と問題点の重要な要素を包含していることを示すこと

で，基礎モデルの汎用性・有用性を明らかにする．
COVID-19のパンデミックは,我が国のワクチン研究

開発体制並びに検査・医療体制やデジタル化等の社会経
済システム，更には制度の矛盾や遅れを白日の下に晒し
た．また感染対策と経済活動の両立については，国家レ
ベルのリスクマネジメントの問題として，更に人や組織
の行動変容の土台の上に再構築されねばならない課題と
して提示された．Fig. 5の第 III層にはこの様な社会品
質上の問題点や課題が，シーソーのスタイルで記載され
ている．

4.2 第 III層の例示
「COVID-19の振り返りの例」で示される 7項目のう
ち，“ 4⃝・偽陽（陰）性者と PCR検査等・「感染者数モデ
ル」と遅効性指標”即ち，「COVID-19シーソー・モデル
の 7視点」 4⃝p（p:発生防止 occurrence prevention）, 4⃝i
（i:影響防止（緩和）impact prevention (mitigation)）につ
いて，その内容を示す．前者は PCR検査には偽陽（陰）
性の危険性があるものの，経済活動やハイリスク者等社
会全体への気遣いが必要であったと注意を促している．
また後者はCOVID-19ウィルス感染から発症まで数日の
ズレ（発症潜伏期間）を克服し，科学者が感染者数予測
モデルから最大級の警告を発すると共に三密の発見を成
し遂げ，行政や人々の行動変容に繋げたことを示してい
る．双方共に虚像や観測データから実像や摂理に到達す
べく，PCR検査の在り方や三密対策の行動変容等，様々
な課題があったことを第 III層の例示は振り返っている．
イ 4⃝p偽陽（陰）性と PCR検査等
全ての国民が感染予備軍である今回のパンデミックで

は第 2波以降，社会的活動やハイリスク者等の検査を必
要とする人々への対応として大規模な PCR検査・抗原
検査・抗体検査の適切な組み合わせ（摂理）が求められ
た [9]．しかし PCR検査等の不正確さ（虚像）を懸念す
る行政当局は保健所による限定的な対応に留まり，検査
拡大が大幅に遅延した．偽陽（陰）性者数を少なくする
には，PCR検査と抗原検査 2回を組み合わせることで偽
陰性率を大幅に引き下げることも可能とする指摘 [10]も
ある．行政当局は PCR検査等の正確性という管轄的思
考だけでなく，社会活動の抑制やハイリスク者の脆弱性
という，社会全体の情報の不完全性がもたらす影響 [11]
にも「気遣い」することが求められた．
ロ 4⃝i「感染者数モデル」と遅効性指標
感染症の短期的流行過程を記述する SIRモデルとし

て導かれる基本再生産数 R0から，「密」（摂理）の発見
がもたらされた [12]．感染者調査の中で殆どの人は感染
させないものの，一部の人が沢山の感染者を生み出す状
況は，頻度分布の右側の裾野が大きいベキ分布として見
いだされ，「三密」回避対策につながった．遅効性指標
（虚像）しかない中で，マスクや換気と並びパンデミッ
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ク対策の決め手となった．また SIRモデルの試算結果か
ら，人と人の接触を 8割減らすなどの対策なき場合，感
染者数（85万人）や死亡者数（42万人）となる予測を，
科学者が周囲の抵抗を押しのけて自らの責任で発表する
ことで，第 1波の抑え込みにこぎつけた．パンデミック
の歴史を想起し先駆する決意性こそ，本来的な存在であ
ろう．

4.3 「COVID-19の振り返り」と「COVID-19シー
ソー・モデルの 7視点」

Fig. 5の「COVID-19シーソー・モデルの 7視点」は，
品質管理の観点から見た COVID-19社会品質要素 [13]
（ウィルスの型とワクチン，Mobility，コミュニケーショ
ン，マスク，三密回避，換気等遵守度等）をはじめ，経済
と感染対策の両立や医療制度，更には DX化（ICTの活
用，個人情報保護の壁，システム間のデータ相互運用と
共有の遅れ等）等の観点を中心に作成したものである．
この様な観点で作成された「COVID-19シーソー・モ

デルの 7視点」は，本来あり得べきであろう「COVID-19
の振り返り」の重要な点の多くを包含していることを
明示している．このことは，基礎モデルの汎用性を示唆
するだけではなく，未然防止に係る意思決定問題をシー
ソー・モデルの 7視点で捉えることの有用性を示してい
ると云えよう．

5. 基礎モデルの意義

未然防止におけるシーソー・モデルが提示する第 I層
の 1⃝論語／算盤， 2⃝効果／効率， 3⃝時間／空間， 4⃝実像
／虚像， 5⃝経験／理性， 6⃝陰／陽， 7⃝存在／行為や，第
II層 1⃝ESG／利便性， 2⃝安全／手間・工数， 3⃝経時変化
／場の条件， 4⃝摂理／観測データ， 5⃝帰納／演繹， 6⃝異
常検出／正常確認， 7⃝三現／危険予測，の対比は，「二」
の世界である．
「道徳なき経済は罪であり，経済なき道徳は寝言であ
る」と二宮金次郎が説く如く，「二」の世界の奥に「不
二」（相対的対立を超えた境地） [14]の昇華的境域を見
る必要がある．即ち道徳と経済の両立を図るべく，イ．
新しい工夫により道徳と経済の各々の拡張をはじめとす
る伸縮による両立を模索するだけでなく，ロ．「財の命
は徳を生かすにあり」 [15]としてイノベーションや新
機軸により現状を超越したり，ハ．「万象具徳」を実現
すべく経済と道徳の包み包まれる内包的両立も探求せね
ばならぬ．
「二」から「不二」への昇華作用が働く場は，シーソー
の統整作用（3.1節）としてのカントの「理性の統覚作
用」（Appendix Table 1 3⃝）やハイデガーの「先駆的企投」
（同 4⃝-b）．陽明学の「心即理」（同 6⃝-b）．西田幾多郎の

「矛盾的自己同一」（同 7⃝-b）等，東西哲学倫理のエッセ
ンスが働く場でもある．
この様に「基礎モデル」が提示する「二」から「不二」

への昇華の場は,科学技術の進展する中でくすぶる不安
や不信を縮小し，人間たる所以を再確認させ，人々や組
織の行動変容並びに社会の合意形成や妥協点を生み出す
基盤となるものである．

6. 結論

本研究では東西哲学倫理を背景とした基礎モデルが，
「問い『社会生活の安全を確保するためには』」及びプロ
セスとしての「未然防止の 7視点」と各々対応する関係
性をもつことを通して，基礎モデルの 7視点や東西哲学
倫理の 7区分が未然防止にとって最低限必要であること
を確認した．併せて「COVID-19シーソー・モデルの 7
視点」が，「COVID-19の振り返り」の重要な点をカバー
していることを明示すると共に，基礎モデルの有用性の
例示とすることができた．
白日の下に晒された COVID-19の矛盾や諸課題を目

の当たりにするにつけ，「二」から「不二」へ昇華する
シーソーの統整作用は，感染症のリスクマネジャーが
持つべき意思決定の在り方だけでなく，それを取り巻く
組織や国民一人一人の行動変容やリスク・コミュニケー
ション，並びに社会の合意形成にとっても重要な視点で
ある．
人知を超える可能性を持つ AIに対して 2045年問題

等が指摘されているが，これからの未然防止を図るに
は，本研究で提起されたシーソーの統整概念は不可欠な
ものであろう．AIの自律性／他律性，意味／価値等につ
いてシーソーの統整を図るべく，ここに示された東西思
想の図形展開を更に拡張することは今後の課題であり，
AIと人間の関係を支える新しい思想の登場も促さねば
ならない．その為には先行研究 [1]の「信頼．安心の構
造」に示された「安全文化の 7視点」及び「安全の制度
の 7視点」について，改めて吟味が必要となる．また行
動変容のためのリスク・コミュニケーションや合意形成
の在り方について，各分野の知見を糾合することが大切
である．
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Appendix Table 1 Contents for Graphical Description of Eastern and Western Moral Philosophy.
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